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一

は
じ
め
に

高
山
市
郷
土
館
の
香
木
園
文
庫(

荏
野
文
庫)
に
は
、
田
中
大
秀
の

手
に
な
る『

蜻
蛉
日
記』

の
注
釈
が
二
種
蔵
さ
れ
て
い
る
。
一
つ
は
、

坂
徴
著『

か
げ
ろ
ふ
の
日
記
解
環』
(

天
明
五
年
刊)

に
墨
と
朱
と
を

以
っ
て
本
文
校
訂
・
注
釈
な
ど
の
書
入
れ
を
施
し
た
も
の
で
、
仮
に

『

蜻
蛉
日
記
解
環
補
遺』

と
称
さ
れ
て
い
る
も
の
で
あ
る
。
書
入
れ
が

施
さ
れ
た
の
は
、
第
七
冊
の
奥
書｢

戊
寅
〈
＝
文
政
元
年
〉
二
月
十
三

日
閲
畢

大
秀｣

と
、
第
二
冊
の
奥
書｢

壬
午
〈
＝
文
政
五
年
〉
九
月

十
二
日
再
考
於
荏
名
文
政
九
丙
戌
年
正
月
廿
一
荏
野
に
来
て
再
三
考

(

花
押)｣

か
ら
察
せ
ら
れ
る
よ
う
に
、
文
化
の
末
か
ら
文
政
に
か
け
て

の
時
期
で
あ
ろ
う
。

も
う
一
つ
は
、『

蜻
蛉
日
記』

の
初
度
の
初
瀬
詣
で
、
唐
崎
祓
え
、

石
山
詣
で
、
再
度
の
初
瀬
詣
で
の
紀
行
部
分
を
抜
き
出
し
て
、『

蜻
蛉

日
記
解
環
補
遺』

よ
り
も
厳
密
に
注
釈
を
施
し
た『

蜻
蛉
日
記
紀
行
解』

(

文
政
十
三
年
成
立)

で
、
部
分
的
な
注
釈
で
は
あ
る
が
、
研
究
史
的

に
意
義
深
い
注
釈
で
あ
る
。
共
に
吉
澤
義
則
編『

未
刊
国
文
古
註
釈
大

系』
(

第
十
三
冊
、
帝
国
教
育
会
出
版
部
、
昭
和
十
三
年
一
月)

に
翻

字
さ
れ
て
い
る
。
特
に『

蜻
蛉
日
記
紀
行
解』

は
、
近
年
刊
行
さ
れ
た

田
中
武
司
編『

田
中
大
秀(

第
四
巻)

[

日
記
・
紀
行]』

(

勉
誠
出
版
、

平
成
十
六
年
十
月)

に
お
い
て
、
付
紙
な
ど
も
よ
り
忠
実
に
翻
字
さ
れ

て
い
る
が
、
翻
字
に
あ
た
っ
て
の
誤
字
・
脱
字
な
ど
も
散
見
す
る
。

『
蜻
蛉
日
記
紀
行
解』

に
つ
い
て
最
初
に
報
告
し
た
岡
田
稔
氏
は
、

｢

蜻
蛉
日
記
紀
行
解
に
つ
い
て

(

注
１)｣

に
お
い
て
、
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｢
蜻
蛉
日
記
紀
行
解｣

(

一
冊)

は
飛
騨
高
山
の
香
木
園
文
庫(

荏

野
文
庫)

に
保
存
せ
ら
れ
て
ゐ
る
田
中
大
秀
の
遺
著
で
、
自
筆
初

稿
本
で
あ
る
。(

中
略)

蜻
蛉
日
記
中
の
紀
行
に
あ
た
る
所
を
抄

出
し
、
解
環
の
著
者
の
訂
正
し
た
本
文
を
、
更
に
善
本
に
據
つ
て

校
訂
し
、
こ
れ
が
注
釋
を
施
し
た
も
の
で
、
参
考
書
少
き
蜻
蛉
日

記
研
究
上
誠
に
見
の
が
す
べ
か
ら
ざ
る
著
述
で
あ
る
。(

中
略)

本
文
の
校
訂
上
注
意
す
べ
き
は｢

和
文
粋｣

と
い
ふ
書
の
本
文
に

依
據
し
て
ゐ
る
点
が
可
な
り
あ
る
事
で
あ
つ
て
、
こ
の
書
が
誰
の

著
で
ど
ん
な
も
の
か
は
淺
學
の
私
に
は
わ
か
ら
ぬ
が
、
そ
れ
が
出

現
す
る
事
に
よ
つ
て
、
蜻
蛉
日
記
の
本
文
校
定
の
上
に
貢
献
す
る

所
大
な
る
も
の
が
あ
ら
う
。
尚｢

文
の
栞｣
と
い
ふ
書
の
中
に
儀

同
三
司
母
の
泊
瀬
紀
行
辛
崎
紀
行
石
山
紀
行
が
載
つ
て
ゐ
る
旨
群

書
一
覧
に
見
え
る
が
、
こ
の
儀
同
三
司
母
も
や
は
り
道
綱
母
と
混

同
し
た
も
の
で
は
な
い
か
と
推
察
さ
れ
る
が
如
何
な
も
の
で
あ
ら

う
か
。

と
述
べ
て
い
る
。
岡
田
氏
は
、
参
考
書
と
し
て『

蜻
蛉
日
記
紀
行
解』

に
そ
の
名
が
記
さ
れ
て
い
る『

和
文
粋』

と
、『

群
書
一
覧』

に
見
え

る『

文
の
栞』

に
つ
い
て
言
及
し
て
い
る
が
、
こ
れ
に
つ
い
て
は
第
三

節
で
詳
し
く
述
べ
る
。
以
後
、
柿
本
奨『

蜻
蛉
日
記
全
注
釈

(

注
２)』

(

角
川

書
店
、
昭
和
四
十
一
年
十
一
月)

、
木
村
正
中｢

蜻
蛉
日
記
紀
行
解

(

注
３)｣

(『

日
本
古
典
文
学
大
辞
典』

、
岩
波
書
店
、
昭
和
五
十
八
年
十
月)

、
森

田
兼
吉｢

蜻
蛉
日
記
紀
行
解

(

注
４)｣

(『

日
本
古
典
文
学
大
事
典』

、
明
治
書

院
、
平
成
十
年
六
月)

、
岡
田
博
子｢

蜻
蛉
日
記
紀
行
解

(

注
５)｣

(『

日
記
文

学
事
典』

、
勉
誠
出
版
、
平
成
十
二
年
二
月)

な
ど
に『

蜻
蛉
日
記
紀

行
解』

に
つ
い
て
の
言
及
が
み
え
る
。

『

蜻
蛉
日
記
紀
行
解』

は『

竹
取
翁
物
語
解』

『

土
佐
日
記
解』

な
ど

で
名
高
い
田
中
大
秀
の
注
釈
書
で
あ
る
故
に
、
そ
の
価
値
は
高
く
評
価

さ
れ
な
が
ら
も
、
注
釈
内
容
に
つ
い
て
の
具
体
的
な
研
究
は
管
見
に
入

ら
な
い
。
本
稿
で
は
、『

蜻
蛉
日
記
紀
行
解』

の
依
拠
本
文
を
明
ら
か

に
す
る
こ
と
を
中
心
に
、
注
釈
作
業
の
資
料
と
な
っ
た
も
の
に
つ
い
て

調
べ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
田
中
大
秀
の
注
釈
態
度
を
具
体
的
に
考
察
す

る
。

二

『

蜻
蛉
日
記
紀
行
解』

の
依
拠
本
文

『

蜻
蛉
日
記』

の
注
釈
は
、
近
世
に
入
っ
て
か
ら
の
契
沖
の
書
入
れ

本
に
始
ま
る
。
元
禄
九
年
四
月
、
自
身
が
所
持
す
る
本
に
、
水
戸
中
納

言
光
圀
卿
御
本
を
対
校
本
と
し
て
用
い
、
本
文
校
訂
お
よ
び
注
釈
を
書

き
入
れ
た
も
の
が
そ
れ
で
あ
る
。
以
後
、
多
く
の
学
者
た
ち
は
契
沖
の

書
入
れ
本
を
参
考
に
し
つ
つ
、
元
禄
十
年(

一
六
九
七)

・
宝
暦
六
年

(

一
七
五
六)
・
文
政
元
年(

一
八
一
八)

に
刊
行
さ
れ
た
板
本
に
、
自
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分
の
説
を
書
き
入
れ
る
か
た
ち
で
、『

蜻
蛉
日
記』

の
注
釈
は
行
わ
れ

る
よ
う
に
な
っ
た
。

特
に
、
天
明
五
年(

一
七
八
五)

に
刊
行
さ
れ
た
坂
徴
著『

か
げ
ろ

ふ
の
日
記
解
環』
は
、
以
降
の『

蜻
蛉
日
記』

の
注
釈
に
多
大
な
影
響

を
与
え
た
。
本
稿
で
取
り
上
げ
る『

蜻
蛉
日
記
紀
行
解』

の
著
者
田
中

大
秀
も『

か
げ
ろ
ふ
の
日
記
解
環』

の
影
響
を
受
け
た
一
人
で
あ
る
。

田
中
大
秀
は『

蜻
蛉
日
記
紀
行
解』

の｢

凡
例｣

に
、

今
伝
は
れ
る
摺
本(

元
本
八
冊)
は
脱
せ
る
文
誤
れ
る
字
い
と
多

く
て
、
唯
片
枚
た
に
読
あ
へ
ぬ
を
、
天
明
の
頃
水
母

ク
ラ
ゲ
ノ

翁(

洛
下
坂

徴
仲
文
と
巻
首
に
記
せ
り)

と
云
人
、
こ
の
日
記
に
い
た
く
心
を

尽
し
て
、
水
戸
殿
の
御
本
難
波
の
阿
者
利
の
本
な
に
と
を
得
て
、

深
く
考
遠
く
思
慮
て
解
環
と
云
解
書
を(

十
八
冊)
著
し
て
、
大

体
は
読
る
ゝ
や
う
に
は
成
ぬ
れ
と(

四
丁
表)

と
、｢

摺
本(

元
本
八
冊)｣

と『

か
げ
ろ
ふ
の
日
記
解
環』

に
つ
い
て

明
記
し
て
い
る
。｢

元
本｣

と
い
う
の
は
板
本
の
こ
と
で
あ
る
か
ら
、

『

蜻
蛉
日
記
紀
行
解』

の
日
記
本
文
は
、
板
本
と『

か
げ
ろ
ふ
の
日
記

解
環』

に
拠
っ
て
い
る
。
こ
の
他
に
も
、｢

凡
例｣

に
は
本
文
校
訂
に

用
い
た
資
料
と
し
て
、

猶
心
ゆ
か
ね
は
彼
元
本

モ
ト
ツ
マ
キ
に� カ

ム
カ
ヘて
按オ

モ
ヘは
中
々
に
元
本
の
勝ス

ク
レた
る
処
も

見
え
、
又
大
秀
か
新ア

ラ
タに
思
よ
れ
る
事
も
あ
る
を
書
入
お
き
つ
る
に
、

又
日
下
部
道
堅
か
得
た
る
伴
蒿
蹊
翁
の
考
て
筆
加
わ
れ
た
る
本
、

長
瀬
俊
香
か
得
た
る
或
人
の
書
入
の
説
あ
る
本
と
を
見
て
、
斯
は

物
し
つ
る
に
な
む
。
さ
れ
と
必
と
定
た
る
に
あ
ら
ね
は
善
本
も
出
、

物
よ
く
考
る
人
も
出
来
は
、
今
の
非ヒ

カ

こ
と
を
も
訂
正

タ

ヾ

し
て
む
と
て

な
む
。(

四
丁
裏)

と
い
う
書
き
入
れ
板
本
の
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
。｢

伴
蒿
蹊
翁
の
考

て
筆
加
わ
れ
た
る
本｣

と
い
う
の
は
、｢

以
契
沖
阿
闍
梨
校
正
本
書
入

畢
然
猶
未
詳
處
許
多
故
間
以
愚
按
附
注
不
得
明
辯
者
闕
疑
云
爾
安
永

五
丙
申
歳
九
月
念
七
日
功
畢
間

(

マ
ヽ)

田
子
蒿
渓
述｣

と
い
う
識
語
を
有
す

る
伴
蒿
蹊
書
入
れ
宝
暦
板
本
の
こ
と
で
、
宮
内
庁
書
陵
部
と
東
京
大
学

付
属
図
書
館
に
そ
れ
ぞ
れ
蔵
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、｢

長
瀬
俊
香
か
得

た
る
或
人
の
書
入
の
説
あ
る
本｣

に
つ
い
て
は
不
明
で
あ
る
が
、
お
そ

ら
く
書
き
入
れ
板
本
の
こ
と
で
あ
ろ
う
。

と
こ
ろ
で
、
岡
田
稔
氏
は
、｢

田
中
大
秀
と
蜻
蛉
日
記

(

注
６)｣

に
お
い
て
、

大
秀
は
紀
行
解
を
著
す
に
あ
た
つ
て
元
禄
版
の
刊
本
と
解
環
本
と

の
外
に
、
日
下
部
道
堅
・
伴
蒿
蹊
の
加
朱
に
な
る
本
と
、
長
瀬
俊

香
が
傳
へ
た
或
人
の
書
入
あ
る
本
と
を
用
ひ
た
上
に
、
中
巻
以
後
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は｢

和
文
粋｣

と
い
ふ
書
を
参
照
し
、
こ
れ
に
よ
っ
て
、
校
本
の

誤
、
坂
氏
解
環
本
の
誤
を
訂
正
し
て
ゐ
る
。

と
、『

蜻
蛉
日
記
紀
行
解』

の
日
記
本
文
は｢

元
禄
版
の
刊
本｣

に
拠
っ

て
い
る
と
述
べ
て
い
る
の
で
あ
る
が
、
前
掲『

蜻
蛉
日
記
紀
行
解』

の

｢

凡
例｣

に
は
、｢

摺
本(
元
本
八
冊)｣

と
し
か
記
さ
れ
て
い
な
い
の

で
、
そ
れ
が｢

元
禄
十
年
版｣
で
あ
る
と
は
、
に
わ
か
に
断
定
で
き
な

い
の
で
あ
る
。

『

蜻
蛉
日
記』

の
板
本
に
は
四
種
類(
元
禄
十
年
版
・
宝
暦
六
年
版
・

文
政
元
年
版
・
無
刊
記
版)

が
あ
る
が
、
上
村
悦
子｢

蜻
蛉
日
記
版
本

の
研
究

(

注
７)｣

の
分
類
に
よ
れ
ば
、
大
き
く
二
種
類
に
分
け
ら
れ
る
と
い
う
。

そ
れ
は
、
元
禄
十
年
版
と
一
致
す
る
宝
暦
六
年
版(
Ａ)

と
、
文
政
元

年
版
・
無
刊
記
版
と
一
致
す
る
宝
暦
六
年
版(

Ｂ)
と
の
二
種
類
で
、

そ
の
相
違
は
上
巻
の
十
七
丁
よ
り
二
十
丁
ま
で
の
、
わ
ず
か
四
丁
の
み

に
限
ら
れ
て
い
て
、
他
の
部
分
は
す
べ
て
同
じ
で
あ
る
と
い
う

(

注
８)
。
こ
の

四
丁
は
、
日
記
本
文
の
天
徳
元
年
十
月
か
ら
天
徳
二
年
七
月
ま
で
の
記

事
で
、『

蜻
蛉
日
記
紀
行
解』

の
対
象
と
な
る
日
記
本
文
に
は
該
当
し

な
い
箇
所
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、『

蜻
蛉
日
記
紀
行
解』

の
依
拠
し

た
板
本
が
い
ず
れ
で
あ
る
か
も
断
定
で
き
な
い
の
で
あ
っ
て
、『

蜻
蛉

日
記
紀
行
解』

の
日
記
本
文
が｢

元
禄
版
の
刊
本｣

に
拠
っ
て
い
る
と

断
定
す
る
岡
田
氏
の
根
拠
も
不
明
で
あ
る
。

以
下
、『

蜻
蛉
日
記
紀
行
解』

の
日
記
本
文
お
よ
び
注
釈
の
部
分
を

考
察
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
そ
の
依
拠
し
た『

蜻
蛉
日
記』

本
文
に
つ

い
て
明
ら
か
に
し
た
い
。

ち
か
く
車
よ
せ
て
、
お
く
な
る
方
に
幕
な
ど
ひ
き
お
ろ
し
て
、
み

な
下
り
ぬ
。
手
足
も
浸
し
た
れ
ば
、
こ
ゝ
ち
物
思
ひ
は
る
く
る
や

・
・
・

う
に
ぞ
お
ぼ
ゆ
る

(

注
９)

。(

中
巻
、
天
禄
元
年
六
月
、
唐
崎
祓
え)

右
は
、
唐
崎
祓
え
か
ら
の
帰
途
、
走
井
に
つ
い
た
と
き
の
場
面
で
あ

る
。
問
題
に
な
る
の
は｢

こ
ゝ
ち｣

で
あ
る
が
、
板
本
を
は
じ
め
古
本

系
の
写
本
に
も
異
同
の
な
い
箇
所
で
あ
る
。『

蜻
蛉
日
記
紀
行
解』

に

は
、｢

近
く
車
よ
せ
て
、
あ
て
な
る
方
に
幕
な
と
引
ま
は
し
て
、
皆
お

り
ぬ
。
手
足
も
ひ
た
し
た
れ
は
こ
ゝ
ら
物
思
も
は
る
け
る
や
う
に
そ
お

・
・
・

ほ
ゆ
る
。｣

と
い
う
本
文
と
共
に
、

こ
こ
ら
ハ
多
く
と
い
ふ
に
同
し
。
晴
け
る
方
の
多
き
也
。
こ
こ
ら

・
・
・

・
・
・

元
本
摩
滅
に
て
ら
字
未
詳
。
ち
字
と
も
み
ゆ
。
こ
こ
ち
ハ
当
時
病

・

・

を
い
へ
れ
と
、
こ
ゝ
ハ
心
持
也
。
心
ち
の
よ
き
を
い
は
る
ゝ
也
。

さ
る
時
は
上
ひ
た
し
た
る
と
な
け
れ
は
不
応
。
猶
こ
こ
ら
の
方
よ

ろ
し
か
る
へ
し
。(『

紀
行
解』

三
十
八
丁
表)
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と
い
う
注
が
あ
る
。
こ
の
注
は
、『

か
げ
ろ
ふ
の
日
記
解
環
補
遺』

に

は
な
い
の
で
、『

蜻
蛉
日
記
紀
行
解』

の
段
階
で
新
た
に
付
け
加
え
ら

れ
た
注
で
あ
ろ
う
。

『

蜻
蛉
日
記
紀
行
解』

の
拠
っ
た
板
本
本
文
は｢

こ
ゝ
ら｣

と
な
っ

て
い
る
が
、
そ
れ
は
摩
滅
に
よ
り
判
読
が
困
難
で
、｢

ち｣

と
も
見
え

る
と
い
う
注
で
あ
る
。
該
当
箇
所
の
元
禄
十
年
版
・
宝
暦
六
年
版
・
文

政
元
年
版
の『

蜻
蛉
日
記』
板
本
を
そ
れ
ぞ
れ
揚
げ
よ
う

(

注
�)

。
左
に
揚
げ

る
元
禄
十
年
版
お
よ
び
宝
暦
六
年
版
の
中
巻
二
十
一
丁
裏
の
図
版
を
確

認
す
れ
ば
、
三
行
目
に
あ
る｢

こ
ゝ
ち｣
と
い
う
文
字
が
確
認
で
き
る
。

元
禄
十
年
版
と
宝
暦
六
年
版
に
対
し
、
文
政
元
年
版
の
該
当
箇
所
は

明
ら
か
に｢

こ
ゝ
ら｣

に
見
え
、
そ
れ
は『

蜻
蛉
日
記
紀
行
解』

で
述

べ
ら
れ
て
い
る
よ
う
に
、
版
木
の
摩
滅
に
よ
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。

本
稿
で
用
い
た
宝
暦
六
年
版『

蜻
蛉
日
記』

板
本
の
図
版
は
、
静
嘉

堂
文
庫
蔵
山
岡
浚
明
書
入
本
で
あ
る
が
、
該
本
は
前
掲
の
上
村
悦
子

｢

蜻
蛉
日
記
版
本
の
研
究｣

で
は
、｢

宝
暦
版
Ａ
類(

１)

安
井
嘉
兵
衛

再
板
本

イ◯
静
嘉
堂
文
庫
所
蔵
山
岡
浚
明
手
校
本(

八
冊
本)｣

と
分

類
さ
れ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
元
禄
十
年
版
と
一
致
す
る
宝
暦
六
年
版

(

Ａ)

に
属
す
る
板
本
で
あ
る
。『

蜻
蛉
日
記
紀
行
解』

に
は｢

摺
本

(

元
本
八
冊)｣

と
凡
例
に
記
さ
れ
て
い
る
板
本
と
と
も
に
、
本
文
校
訂

に
用
い
た
資
料
と
し
て｢

伴
蒿
蹊
翁
の
考
て
筆
加
わ
れ
た
る
本｣

と
い

う
書
き
入
れ
板
本
の
名
も
明
記
さ
れ
て
い
る
。
伴
蒿
蹊
書
入
れ
宝
暦
板

本
は
、｢

蜻
蛉
日
記
版
本
の
研
究｣

で
は｢

宝
暦
版
Ｂ
類
、
書
林
、
刊

行
年
月
、
Ａ
類(

１)

と
同
じ
。｣

の
項
目
に
、

イ◯
桃
園
文
庫
所
蔵
本
。
八
の
末
尾
に
朱
筆
で｢

以
契
沖
阿
闍
梨
校
正

本
書
入
畢
然
猶
未
詳
處
許
多
故
間
以
愚
按
附
注
不
得｣

明
辯
者
闕

疑
云
爾｣

安
永
五
丙
申
歳
九
月
念
七
日
功
畢
間

(

マ
ヽ)

田
子
蒿
渓
述

伴
大
人
受
借

文
化
五
戊
辰
七
月
十
四
日
書
写
之
畢
天
暦
翁
正
義

蔵｣
と
あ
る
。

ト◯
東
京
大
学
図
書
館
所
蔵
。
伴
蒿
蹊
校
本
。
朱
筆
で
、
間

(

マ
ヽ)

田
子
蒿
渓

― 99 ―

元 禄 版宝 暦 版文 政 版



述(

前
掲
桃
園
文
庫
本
イ◯
と
同
じ)

の
識
あ
り
。

と
紹
介
さ
れ
て
い
る
。
伴
蒿
蹊
書
入
れ
宝
暦
板
本
は
文
政
元
年
版
・
無

刊
記
版
と
一
致
す
る
宝
暦
六
年
版(

Ｂ)

で
あ
り
、
そ
れ
を
田
中
大
秀

は
参
照
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
本
稿
で
用
い
た
元
禄
十
年
版
と
宝
暦
六

年
版(

Ａ)

の
図
版
で
は｢
こ
ゝ
ち｣

と
確
認
で
き
る
箇
所
が
、
宝
暦

六
年
版(

Ｂ)

、
す
な
わ
ち
大
秀
の
参
考
で
き
た｢

伴
蒿
蹊
翁
の
考
て

筆
加
わ
れ
た
る
本｣

で
は｢
こ
ゝ
ら｣

と
な
っ
て
い
た
の
で
、｢

こ
こ

ら
元
本
摩
滅
に
て
ら
字
未
詳
。
ち
字
と
も
み
ゆ
。｣

と
い
う
注
記
に
な
っ

た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
従
っ
て
、『
蜻
蛉
日
記
紀
行
解』

の
用
い
た

『

蜻
蛉
日
記』

の
板
本
は
宝
暦
六
年
版(

Ｂ)
か
文
政
元
年
版
で
あ
ろ

う
と
思
わ
れ
る
。

前
掲
の
岡
田
氏｢

田
中
大
秀
と
蜻
蛉
日
記｣

で
は
、『
蜻
蛉
日
記
紀

行
解』

の
日
記
本
文
は｢

元
禄
版
の
刊
本｣

に
拠
っ
て
い
る
と
述
べ
て

い
る
。
岡
田
氏
は
、
同
論
文
の
三
年
前
に
発
表
し
た｢

蜻
蛉
日
記
に
関

す
る
新
発
見
二

(

注
�)｣

に
お
い
て
、｢

私
は
最
近
、
宝
暦
板
と
文
政
板
と
で

は
上
巻
の
十
七
枚
目
の
表
か
ら
二
十
枚
目
の
裏
へ
か
け
て
、
次
の
如
く

二
十
個
所
の
異
同
の
あ
る
事
を
発
見
し
た
。｣

と
述
べ
て
い
る
の
で
、

板
本
の
間
に
異
同
の
あ
る
事
実
に
つ
い
て
は
把
握
し
て
い
た
と
思
わ
れ

る
。
し
か
し
、
上
巻
の
四
丁
以
外
の
す
べ
て
の『

蜻
蛉
日
記』

板
本
は
、

｢

元
禄
十
年
版｣

と
一
致
す
る
の
で
、『

蜻
蛉
日
記
紀
行
解』

の
日
記
本

文
は｢

元
禄
版
の
刊
本｣

に
拠
っ
て
い
る
と
判
断
し
た
の
で
あ
ろ
う
か
。

『

蜻
蛉
日
記
紀
行
解』

の
対
象
と
な
る
日
記
本
文
の
な
か
で
、
板
本

の
種
類
が
確
認
で
き
る
用
例
は
、
管
見
の
限
り
こ
こ
に
示
し
た
一
例
し

か
な
い
。
し
か
し
、『

蜻
蛉
日
記
紀
行
解』

の
用
い
た
板
本
を
確
認
で

き
る
と
い
う
こ
と
で
は
、
重
要
な
意
味
を
持
つ
と
い
っ
て
よ
い
で
あ
ろ

う
。

三

『

蜻
蛉
日
記
紀
行
解』

の
参
考
書

『

和
文
粋』

(

文
の
栞)

と
の
関
係

田
中
大
秀
は『

蜻
蛉
日
記
紀
行
解』

の
注
釈
作
業
を
す
る
に
あ
た
っ

て
、
凡
例
に
明
記
さ
れ
て
い
る
書
入
れ
板
本
以
外
に
も
、
い
く
つ
か
の

資
料
を
参
照
し
て
い
る
。
本
節
で
は
、『

蜻
蛉
日
記
紀
行
解』

の
唐
崎

祓
え
に
の
み
そ
の
名
が
見
ら
れ
る
、『

和
文
粋』

に
注
目
し
た
い
。

第
一
節
に
掲
げ
た
岡
田
氏
の｢

蜻
蛉
日
記
紀
行
解
に
つ
い
て｣

で
は
、

『

和
文
粋』

と『

文
の
栞』

に
つ
い
て
言
及
し
な
が
ら
も
、
二
つ
の
関

係
に
つ
い
て
は
明
確
に
さ
れ
て
い
な
い
。
し
か
し
、『

未
刊
国
文
古
註

釈
大
系』

の｢

蜻
蛉
日
記
紀
行
解
開
題｣

で
、｢

本
書
は
、
大
體
蜻
蛉

日
記
解
環
に
據
り
、
伴
蒿
蹊
の
加
筆
本
や
長
瀬
俊
香
藏
の
書
入
本
等
を

以
て(
中
巻
以
後
は｢

和
文
粋｣

(

文
の
栞)

が
縷
々
引
用
さ
れ
て
ゐ

る)

校
訂
し
、
註
釋
を
加
へ
た
も
の
で
あ
る
。｣

と
述
べ
ら
れ
て
い
る
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よ
う
に
、『

和
文
粋』

と『

文
の
栞』

と
は
同
一
の
書
物
で
あ
る
。
お

そ
ら
く『
文
の
栞』

の
漢
文
跋(

藤
原
忠
胤)

に｢

和
文
之
粋
者
名
曰

文
栞｣
と
あ
る
記
述
を
受
け
、『

蜻
蛉
日
記
紀
行
解』

で
は『

和
文
粋』

の
名
で
引
用
さ
れ
て
い
る
と
推
測
さ
れ
る
。

『

文
の
栞』

は
、
六
箇
所
に
わ
た
っ
て『

蜻
蛉
日
記
紀
行
解』

に
引

用
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
最
初
の
一
例
を
挙
げ
よ
う
。

い
は
ん
や
関
に
到
て
、
し
は
し
車
と
ゝ
め
て
牛
飼
な
と
す
る
に
、

・

む
な
く
る
ま
引
つ
ゝ
け
て
あ
や
し
う
木
と
も
お
ひ
こ
る
頃
し
も
、

い
と
を
く
ら
き
中
よ
り
来
る
も
、
心
ち
引
か
へ
た
る
や
う
に
お
ほ

え
て
い
と
を
か
し
。

○｢

せ
き｣

を
元
本
と
き
と
誤
れ
り
。
和
文
粋
と
云
物
に
載

た
る
に
従
つ
。
逢
坂
関
な
り
。(『

紀
行
解』
三
十
丁
裏)

問
題
の｢

関｣

は
、
古
本
系
・
板
本
系
の
諸
本
が｢

と
き｣
と
い
う

本
文
で
、
異
同
の
な
い
箇
所
で
あ
る
。｢

と
き｣

と
な
っ
て
い
る
板
本

の
本
文
は
誤
り
で
、｢

せ
き(

関)｣

と
本
文
改
訂
を
施
し
た『

文
の
栞』

の
説
に
従
っ
た
と
い
う
注
で
あ
る
。
田
中
大
秀
は『

蜻
蛉
日
記
紀
行
解』

の
注
釈
作
業
に
先
立
っ
て
、『

か
げ
ろ
ふ
の
日
記
解
環
補
遺』

に
お
い

て
も
、

い
は
ん
や
時
に
い
た
り
て
イ
カ
ヽ
。
誤
脱
ア
ル
ヘ
シ
。
い
は
ん
や

ノ
下
ニ
必
詞
ア
ル
ヘ
キ
ナ
リ
。
時
ハ
誤
ナ
ル
ヘ
シ
。
い
た
り
て
ノ

上
必
地
名
ニ
テ
山
科
ト
カ
走
井
ト
カ
ア
ル
ヘ
シ
。
和
文
粹
ニ
い
は

ん
や
関
に
至
て
ト
ア
リ
。
時
ノ
カ
ナ
を
き
ヲ
と
き
ト
誤
ナ
ル
ヘ
シ
。

サ
レ
ト
猶
説
ア
ル
ヘ
シ
。(『

か
げ
ろ
ふ
の
日
記
解
環
補
遺』

第
八

冊
一
丁
裏)

と
、『

文
の
栞』

を
参
照
し
て
い
る
が
、
内
容
は
お
お
む
ね
一
致
し
て

い
る

(

注
�)

。

『

文
の
栞』

の
説
を
引
用
し
、
そ
の
本
文
改
訂
案
に
従
っ
て
い
る
の

は
も
う
一
例
あ
る
。
そ
れ
は
、

さ
て
車
か
け
て
其
崎
に
さ
し
い
た
り
、
車
挽
つ
ら
ね
て
は
ら
へ
し

に
ゆ
く
ま
ゝ
に
見
れ
は
、
風
打
吹
つ
ゝ
波
高
く
な
る
。
行
か
ふ
舟

と
も
ほ
ひ
き
あ
け
つ
ゝ
い
く
。

・○｢

行
か
ふ
舟
と
も
帆
引
挙
つ
ゝ｣

ハ
元
本
帆
を
を
と
誤
れ

・

り
。
和
文
粋
に
従
て
改
つ
。(『

紀
行
解』

三
十
四
丁
表)

と
い
う
箇
所
で
、
近
時
の
諸
注
釈
書
も
、
こ
の｢

関｣
｢

帆｣

の
説
を

採
っ
て
い
る
。

『

蜻
蛉
日
記
紀
行
解』

に
引
用
さ
れ
て
い
る『

文
の
栞』

の
残
り
の
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四
例
は
、

関
の
山
路
、
あ
は
れ
�

と
お
ほ
え
て
、
行
前
を
見
や
り
た
れ
は
、

○｢
関
の
山
路｣

ハ
元
本
関
の
ち
と
有
を
、
伴
翁
ハ
み
ち
と
補

ひ
、
和
文
粋
関
の
比
と
も
坂
氏
か
山
字
補
へ
る
そ
。
ま
さ
り

た
る
に
従
つ
。(『
紀
行
解』

三
十
一
丁
裏)

大
き
な
る
あ
ふ
ち
の
樹
、
た
ゝ
ひ
と
つ
た
て
る
陰
に
車
か
き
お
ろ

し
て
、
馬
と
も
浦
に
引
お
ろ
し
て
ひ
や
か
し
な
と
し
て
、

○｢

ひ
や
か
し｣

を
元
本
ひ
や
う
し
と
有
を
、
坂
本
改
た
り
。

和
文
粋
ま
た
伴
本
う
字
を
除
た
り
。
其
も
よ
ろ
し
。(『

紀
行

解』

三
十
三
丁
表)

石
と
も
に
お
し
か
ゝ
り
、
水
遣
た
る
桶
の
上
に
を
し
き
に
す
ゑ
て
、

物
く
ひ
て
手
つ
か
ら
す
ヰ
は
ん
な
と
す
る
こ
ゝ
ち
、
い
と
立
う
き

ま
て
あ
れ
と
、

○
水
飯
な
り
。
元
本
は
ん
を
え
一
字
に
誤
れ
り
。
和
文
粋
に
は

す(

濯)

す
き
と
せ
る
も
聞
え
た
り
。(『

紀
行
解』

三
十
八

丁
裏)

お
り
た
れ
は
、
心
ち
い
と
せ
ん
方
な
く
苦
し
き
に
、
と
ま
り
た
る

人
々
お
は
し
ま
し
て
と
は
せ
給
ひ
つ
れ
は
、

○｢

お
は
し
ま
し
て
云
々｣

ハ
留
守
の
人
々
の
詞
に
て
、
男
公

お
は
し
ま
し
て
云
々
と
云
な
り
。
元
本
お
く
ま
し
て
と
有
り
。

和
文
粋
に
は
い
て
ま
し
て
と
せ
り
。
元
本
給
ひ
の
傍
に
お
は

し
ま
し
と
付
た
り
。(『

紀
行
解』

三
十
九
丁
裏)

の
よ
う
で
あ
る
が
、
い
ず
れ
も
紹
介
に
と
ど
ま
っ
て
い
る
。

本
節
で
は
、『

蜻
蛉
日
記
紀
行
解』

で
の『

文
の
栞』

の
引
用
が
、

な
ぜ
唐
崎
祓
え
に
の
み
限
定
さ
れ
、
初
瀬
詣
で
と
石
山
詣
で
に
は
見
ら

れ
な
い
の
か
に
つ
い
て
考
え
て
み
た
い
。

先
ず
、『

文
の
栞』

に
つ
い
て
は
、
尾
崎
雅
嘉
著『

群
書
一
覧』

(

享

和
二
年
刊)

に
、

『

文フ
ミ

乃
栞シ

オ
リ』

七
巻
八
本
。

撰
者
の
名
を
あ
ら
は
さ
ず
、
新
発
意
明
阿
弥
陀
佛
序
あ
り
。
巻
末

に
安
永
丁
酉
十
一
月
藤
原
忠
胤
漢
字
の
跋
あ
り
。
扶
桑
拾
葉
集
の

中
其
餘
の
文
章
数
編
を
の
�

文
體
を
分
ち
収
む
。

と
い
う
言
及
が
見
ら
れ
る
。『

蜻
蛉
日
記』

の
紀
行
部
分
の
中
、
初
度

の
初
瀬
詣
で
、
唐
崎
祓
え
、
石
山
詣
で
が
、『

文
の
栞』

(

巻
之
五
紀
行

の
部
、
泊
瀬
紀
行
、
辛
崎
紀
行
、
石
山
紀
行)

に
含
ま
れ
て
い
る
。
そ
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の『
文
の
栞』

に
は
、
新
発
意
明
阿
弥
陀
佛
〈
＝
山
岡
浚
明
〉
の
序
と
、

藤
原
忠
胤
〈
＝
大
久
保
忠
胤
〉
の
漢
文
跋
が
備
わ
っ
て
い
る
の
で
、
山

岡
浚
明
編
と
さ
れ
て
い
る
。

山
岡
浚
明
は
、
静
嘉
堂
文
庫
蔵
宝
暦
六
年『

蜻
蛉
日
記』

板
本
に
も

詳
細
な
書
入
れ
を
残
し
、『

蜻
蛉
日
記』

の
本
文
研
究
に
も
多
大
な
寄

与
を
し
た
人
物
で
あ
る
。
山
岡
浚
明
が
、
静
嘉
堂
文
庫
蔵『

蜻
蛉
日
記』

宝
暦
板
本
に
書
入
れ
を
施
し
た
の
は
、
中
之
上
巻
の｢

明
和
五
戊
子
〈
＝

一
七
六
八
〉
年
八
月
廿
日
再
考
裏
書
畢
浚
明｣

と
、
下
之
上
巻
の

｢

明
和
庚
寅
〈
＝
明
和
七
年
〉
二
月
十
九
日
再
考
畢

浚
明｣

の
識
語

か
ら
分
か
る
よ
う
に
、
明
和
五
年
か
ら
明
和
七
年
に
か
け
て
の
こ
と
で

あ
っ
て
、『

文
の
栞』

が
刊
行
さ
れ
た
安
永
七(
一
七
七
八)

年
よ
り

は
八
〜
十
年
前
の
こ
と
で
あ
る
。
後
に
挙
げ
る
具
体
的
な
例
か
ら
も
察

せ
ら
れ
る
が
、『

文
の
栞』

の『

蜻
蛉
日
記』

の
紀
行
部
分
は
、
静
嘉

堂
文
庫
蔵
宝
暦
六
年『

蜻
蛉
日
記』

板
本
を
も
と
に
し
て
成
立
し
た
と

思
わ
れ
る
。

し
か
し
、『

文
の
栞』

の『

蜻
蛉
日
記』

の
紀
行
部
分
に
限
っ
て
い

え
ば
、
山
岡
浚
明
編
で
あ
る
に
し
て
は
、
ど
う
考
え
て
も
不
自
然
な
と

こ
ろ
が
あ
る
。
そ
れ
は
、
日
記
本
文
の
欠
陥
箇
所
と
本
文
脱
落
箇
所
で

あ
る
。

ま
ず
、
日
記
本
文
の
欠
陥
の
例
か
ら
挙
げ
よ
う
。
次
に
挙
げ
る『

文

の
栞』

の
本
文
は
、
初
瀬
詣
で(

初
度)

の
門
出
の
場
面
で
あ
る
。

｢

た
ゝ
ん
月
に
は
大
嘗
會
の
御
禊
、
こ
れ
よ
り
女
御
代
い
た
し
た
ゝ

る
へ
し
。
こ
れ
を
す
く
し
て
も
ろ
と
も
に
や
は｣

と
あ
れ
と
、
我

か
た
の
こ
と
に
し
あ
ら
ね
は
、
忍
ひ
お
も
ひ
た
ち
て
、
日
あ
し
け

れ
は
首
途
は
か
り
す
。
法
正
寺
の
辺
に
し
て
暁
よ
り
出
立
。
卯
の
・
・

と
き
は
か
り
宇
治
の
院
に
い
た
り
つ
く
。(

巻
五
、
十
四
丁
表)

・
・

お
お
む
ね
、
現
行『

蜻
蛉
日
記』

の
伝
本
に
共
通
し
て
い
る
が
、
板

本
を
は
じ
め
諸
伝
本
が｢

む
ま
と
き｣

｢

む
ま
の
と
き｣

と
な
っ
て
い

る
箇
所
が
、｢

卯
の
と
き｣

と
な
っ
て
い
る
。
一
夜
を
法
正
寺
の
付
近

で
過
ご
し
、
夜
明
け
前
か
ら
出
発
し
て
卯
の
時(

午
前
六
時
前
後
の
二

時
間)

に
宇
治
の
院
に
到
着
し
た
と
い
う『

文
の
栞』

の
本
文
は
、
午

の
と
き(

正
午
前
後
の
二
時
間)

と
な
っ
て
い
る
諸
伝
本
と
比
較
す
る

ま
で
も
な
く
、
こ
の
ま
ま
で
は
筋
が
通
ら
な
い
。
該
当
箇
所
の
静
嘉
堂

文
庫
蔵
山
岡
浚
明
書
入
れ『

蜻
蛉
日
記』

宝
暦
板
本
の
図
版
を
挙
げ
よ

う
。山

岡
浚
明
は
、
板
本
の
三
行
目
に
あ
る｢

む
ま
と
き｣

の｢

む｣

の
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字
を
見
せ
消
ち
で｢

う｣

に
改
め
、
ま
た｢

ま｣

と｢

と｣

の
間
に

｢

の｣
の
字
を
補
い
、｢

う
ま
の
と
き｣

と
い
う
本
文
改
訂
を
行
っ
て
い

る
。『
文
の
栞』

で
は
、｢

う
の｣

と
い
う
山
岡
浚
明
の
書
き
入
れ
を
そ

の
ま
ま
受
け
、｢
う(

卯)

の
と
き｣

と
い
う
本
文
を
立
て
て
い
る
が
、

明
ら
か
に
誤
っ
た
改
訂
で
あ
ろ
う
。

こ
の
よ
う
な
不
合
理
な
改
変
の
ほ
か
、『

文
の
栞』

に
は
板
本
の
本

文
を
脱
落
さ
せ
た
箇
所
も
目
立
つ
。
そ
の
よ
う
な
箇
所
は
四
箇
所
あ
り
、

そ
れ
ぞ
れ
で
欠
け
て
い
る
本
文
は
、
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

①｢

か
り
に
う
ち
の
ゐ
ん
に
お
は
し
ま
へ
つ
き
て
か
つ
ら
せ
給
ひ｣

(

初
度
の
初
瀬
詣
で
、
上
巻
五
十
二
丁
裏
九
行)

②｢

な
と
そ
い
ふ
も
し
さ
ら
す
は
光
た
い
の
み
こ
た
ち
か
な
ら
ん｣

(

石
山
詣
で
、
中
巻
二
十
六
丁
裏
十
行)

③｢

に
た
ゝ
さ
し
い
て
に
さ
し
い
て
つ
れ
は
い
と
心
ほ
そ
け
に
て

た
て
る｣
(

石
山
詣
で
、
中
巻
三
十
一
丁
表
十
一
行)

④｢

に
う
つ
り
て
あ
る
風
う
ち
ふ
き
て
う
み
の
お
も
て｣

(

石
山
詣
で
、
中
巻
三
十
一
丁
裏
六
行)

こ
れ
ら
の
脱
落
本
文
は
、
現
行『

蜻
蛉
日
記』

の
諸
伝
本
に
は
存
す

る
の
で
、『

文
の
栞』

の
不
注
意
に
よ
る
脱
落
で
あ
ろ
う
。
た
と
え
ば
、

④
の
本
文
脱
落
箇
所
の
板
本
本
文
の
前
後
は
、

し
空
を
み
れ
は
月
は
い
と
ほ
そ
く
て
か
け
は
う
み

の
お
も
て
に
う
つ
り
て
あ
る
風
う
ち
ふ
き
て
う
み
の
お

も
て
い
と
さ
は
か
し
う
き
ら
�

と
さ
は
き
た
り
わ(

網
掛
は
私

に
付
し
た)

と
な
っ
て
い
る
。
お
そ
ら
く
、｢

…
…
か
け
は
う
み
の
お
も
て｣

ま
で

版
下
を
書
い
た
と
き
、
同
行
の
終
わ
り
か
ら
次
行
に
か
け
て
の｢

う
み

の
お
も
て｣

ま
で
書
い
た
と
錯
覚
を
お
こ
し
、｢

い
と
さ
は
か
し
う｣

と
書
き
進
め
た
た
め
に
、｢

に
う
つ
り
て
あ
る
風
う
ち
ふ
き
て
う
み
の

お
も
て｣

の
本
文
が
脱
落
し
た
の
で
あ
ろ
う
。
ほ
か
の
本
文
脱
落
箇
所

も
、
④
の
例
と
同
じ
く
、
不
用
意
な
目
移
り
な
ど
の
原
因
が
考
え
ら
れ

る
。

『

文
の
栞』

の『

蜻
蛉
日
記』

の
紀
行
部
分
、
特
に
初
瀬
詣
で
と
石

山
詣
で
の
本
文
に
は
、
こ
の
よ
う
な
誤
字
や
脱
文
が
相
当
あ
る
が
、
そ

れ
は『

蜻
蛉
日
記』

の
紀
行
部
分
だ
け
に
限
る
問
題
で
は
な
い
。『

文

の
栞』

の
全
体
に
及
ぶ
問
題
に
つ
い
て
、
中
野
三
敏｢

山
岡
浚
明
年
譜

考
(

注
�)｣

の
、｢

安
永
七
年

戊
戌

五
十
三
歳

○
正
月
、
浚
明
編
著

『
文
の
し
を
り』

刊｣

の
項
に
は
、

前
述
せ
し
浜
臣
書
入
本
〈
＝
岩
瀬
文
庫
蔵
清
水
浜
臣
旧
蔵
二
冊
合

綴
本
〉
に
は
、
自
序
に
も
書
入
あ
り
、〈
世
の
中
に
人
も
よ
く
し
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り
た
る
扶
桑
拾
葉
集
の
ぬ
き
書
な
る
を
そ
の
拾
葉
の
事
は
い
は
す

し
て
み
つ
か
ら
諸
書
よ
り
ひ
ろ
ひ
出
し
た
る
や
う
に
か
け
る
い
と

は
ら
く
ろ
也
や
〉
等
と
揚
足
を
取
れ
り
。(

中
略)

『

泊
�
筆
話』

に
も
〈
さ
れ
ど
博
に
失
し
て
疎
漏
な
る
事
も
多
か
り
文
栞
な
ど
次

第
を
だ
が
へ
作
者
も
あ
や
ま
り
し
事
す
く
な
か
ら
ず
な
ん
有
け
る
〉

と
言
へ
る
は
確
か
に
浚
明
の
急
所
を
突
き
し
言
な
る
べ
し
。

と
い
う
解
説
が
あ
る
。
思
う
に
、
田
中
大
秀
は
、『

蜻
蛉
日
記
紀
行
解』

の
注
釈
作
業
を
す
る
に
当
た
っ
て
、『
文
の
栞』

の
内
包
す
る
問
題
に

つ
い
て
、
す
で
に
承
知
し
て
い
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。『

文
の
栞』

の
初
瀬
詣
で
と
石
山
詣
で
の
本
文
に
は
誤
字
や
脱
文
な
ど
の
問
題
が
あ
っ

た
の
に
対
し
、
唯
一
唐
崎
祓
え
に
は
本
文
脱
落
箇
所
も
な
く
、
ま
た
前

掲
の｢

関｣
｢

帆｣

の
よ
う
な
優
れ
た
本
文
改
訂
案
も
見
ら
れ
る
。
こ

の
よ
う
な『

文
の
栞』

の
抱
え
る
問
題
点
ゆ
え
に
、『

蜻
蛉
日
記
紀
行

解』

で
は
唐
崎
祓
え
に
の
み
限
定
的
に
引
用
さ
れ
る
結
果
と
な
っ
た
と

思
わ
れ
る
が
、
あ
く
ま
で
そ
れ
は
推
定
の
域
を
出
な
い
。

四

お
わ
り
に

古
写
の
善
本
に
恵
ま
れ
な
い『

蜻
蛉
日
記』

の
本
文
は
、
契
沖
を
は

じ
め
、
多
く
の
研
究
者
の
手
に
よ
っ
て
本
文
改
訂
の
試
み
が
な
さ
れ
て

き
た
。
田
中
大
秀
も『

蜻
蛉
日
記
紀
行
解』

に
お
い
て
、
い
く
つ
か
独

自
の
本
文
改
訂
案
を
提
示
し
、
近
時
の
諸
注
釈
書
も
そ
れ
に
倣
っ
て
い

る
。
そ
の
一
例
を
挙
げ
よ
う
。

安
和
元
年
九
月
、
初
瀬
詣
で
の
門
出
を
法
正
寺
の
付
近
で
過
ご
し
た

道
綱
母
は
、
次
の
日
は
橋
寺
と
い
う
と
こ
ろ
に
泊
ま
る
。『

蜻
蛉
日
記

紀
行
解』

に
は
、｢

そ
の
泉
川
も
渡わ

た
らで
橋
寺
と
云
所
に
と
ゝ
ま
り
ぬ
。｣

と
い
う
本
文
と
と
も
に
、｢

泉
川
も
わ
た
ら
て
、
元
本
わ
た
り
て
と
あ

れ
と
、
翌
日
の
条
に
、
明
れ
は
川
渡
て
行
に
と
あ
る
に
よ
り
て
、
今
改

つ
。｣(『

紀
行
解』

十
三
丁
裏)

と
い
う
注
が
あ
る
。
現
行
の
諸
伝
本

で
も｢

わ
た
り
て｣

と
な
っ
て
い
る
箇
所
で
あ
る
が
、
指
摘
の
と
お
り
、

翌
朝
の｢

明
く
れ
ば
、
川
渡
り
て
行
に｣

と
い
う
記
事
と
矛
盾
す
る
の

で
、｢

渡
ら
で｣

と
す
る『

蜻
蛉
日
記
紀
行
解』

の
本
文
改
訂
案
が
妥

当
で
あ
ろ
う
。

『

蜻
蛉
日
記
紀
行
解』

に
は
す
ぐ
れ
た
独
自
の
本
文
改
訂
案
も
あ
る

が
、
い
か
が
と
思
わ
れ
る
箇
所
も
見
ら
れ
る
。
初
度
の
初
瀬
詣
で
の
場

面
で｢

見
る
ほ
と
に
、
車
か
き
す
ゑ
て
、
の
ゝ
し
り
て
差
渡
る
。
甚
や

ん
こ
と
な
き
に
は
あ
ら
ね
と
、
賤
し
か
ら
ぬ
家
の
子
と
も
、
何
の
そ
う

の
君
な
と
云
者
と
も｣

と
い
う
本
文
の｢

何
の
そ
う｣

に
対
し
、

○
何
の
ぞ
う
の
君
ハ
、
水
母
云
何
の
丞
な
る
へ
し
。
某
人
ハ
誰
と

不
可
考
と
云
り
。
按
に
そ
う
は
族
の
字
音
を
な
た
ら
め
て
云
也
。
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何
の
族
に
て
、
夫
々
の
家
族
の
人
人
と
云
意
な
ら
ん
か
。(

二

十
四
丁
表)

と
い
う
注
を
つ
け
て
い
る
。
現
行
の
諸
注
釈
書
で
は｢

な
に
が
し
の
ぞ

う｣

、
す
な
わ
ち｢
か
み(

督)｣
｢

す
け(

佐)｣
｢

ぞ
う(

尉)｣

の
官

位
の
意
と
し
て
解
釈
し
て
い
る
本
文
箇
所
で
あ
る
が
、｢

家
族
の
人
々｣

の｢

族｣

の
意
で
あ
ろ
う
と
い
う『

蜻
蛉
日
記
紀
行
解』

の
注
は
、
い

さ
さ
か
奇
異
な
も
の
に
映
る
。

こ
の
よ
う
な
本
文
改
訂
を
行
う
と
き
に
、
そ
れ
が
坂
徴
著『

か
げ
ろ

ふ
の
日
記
解
環』

の
説
で
あ
る
か
、
あ
る
い
は
田
中
大
秀
の
独
自
の
改

訂
案
で
あ
る
か
を
区
別
す
る
た
め
、
凡
例
に
次
の
よ
う
に
示
し
て
い
る
。

元
本
に
无
き
字
、
今
補
つ
る
多
し
。
右
に
・
点
を
加
つ
る
に
、

水
母
子
か
補
つ
る
は
左
傍
水
甫
と
書
。
大
秀
か
補
つ
る
に
は
甫
字

の
み
を
付
へ
し
。(

見
返
し)

元
本
の
誤
字
脱
字
と
見
ゆ
る
処
今
改
つ
る
を
、
本
文
と
し
て
改
つ

る
は
右
傍
に
・
点
、
甫
へ
る
は
▲
点
を
し
る
す
。
年
こ
ろ
の▲

諸

共
にテ

網
代
しト
もテ
さニ
し
渡
し
たモ
りリ

鳥
と
もテ
居
た甫
ち々
如
此
右
に
・

・

・
・
・

点
を
印
、
其
左
に
改
つ
る
は
、
片
仮
名
も
て
元
本
の
儘
を
記
し
。

補
た
る
に
は
甫
字
を
し
る
す
。(

中
略)

善
本
に
よ
り
て
補
改
た

る
は
右
に
○
点
を
印
す
。
か
ゝ
る
内
に
も
後
に
又
改
補
た
る
は
他

の
例
の
こ
と
し
。(

見
返
し
の
付
紙)

見
返
し
に
記
さ
れ
て
い
る
の
は
、
水
母
子
〈
＝
坂
徴
〉
が
補
っ
た
本

文
の
左
傍
に
は
水
甫
と
、
ま
た
田
中
大
秀
が
補
っ
た
本
文
に
は
甫
字
の

み
を
書
く
と
い
う
凡
例
で
あ
る
。
し
か
し
、
こ
れ
ら
の
基
準
に
よ
っ
て

の
表
記
は
、
本
文
改
訂
の
際
に
必
ず
し
も
厳
密
に
守
ら
れ
て
い
た
わ
け

で
は
な
い
。
次
の『

蜻
蛉
日
記
紀
行
解』

の
本
文
は
、
初
瀬
詣
で
の
最

初
の
場
面
で
あ
る
。

暁
よ
り
出
立
て
、
午
の甫
時
は
か
り
に
、
う
ぢ
の
ゐ
ん
に
い
た
り
つ

・

く
。

(『

蜻
蛉
日
記
紀
行
解』

十
丁
表)

｢

午
の
時｣

の｢

の｣

の
左
傍
に
は｢

甫｣

と
書
い
て
あ
る
の
で
、

こ
れ
は
田
中
大
秀
の
補
っ
た
本
文
で
あ
ろ
う
と
思
わ
れ
る
が
、
当
該
の

『

か
げ
ろ
ふ
の
日
記
解
環』

に
は

暁
よ
り
出
た
ち
て
、
午
の
時
は
か
り
に
、
う
ぢ
の
ゐ
ん
に
い
た
り

つ
く
。

(『

か
げ
ろ
ふ
の
日
記
解
環』

第
六
册
十
六
丁
表)

と
あ
る
の
で
、
坂
徴
の
補
っ
た
本
文
で
あ
る
。
こ
の
用
例
は
、
す
で
に

『

か
げ
ろ
ふ
の
日
記
解
環』

に
補
わ
れ
て
い
る
本
文
で
あ
る
に
も
関
わ
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ら
ず
、
田
中
大
秀
が
補
っ
た
と
い
う
表
記
に
な
っ
て
い
る
箇
所
で
あ
る
。

ま
た
、『
か
げ
ろ
ふ
の
日
記
解
環』

に
は
補
わ
れ
て
い
な
い
本
文
に
対

し
、
坂
徴
が
補
っ
て
い
た
と
い
う
記
述
も『

蜻
蛉
日
記
紀
行
解』

に
は

見
ら
れ
る
。
初
瀬
詣
で
の
場
面
で
あ
る
が
、｢

薄
色
な
る
う
す
物
の
裳

を
引
か
く
れ
は
、
腰
な
と
に甫
散
て(

十
八
丁
表)｣

と
い
う
本
文
と
と

・

も
に
、裳

の
腰
な
と
に
ち
り
て
、
に
字
水
母
補
へ
り
。
此
あ
た
り
猶
説
有

と
見
へ
て
、
熱
く
解
え
ず
。
契
本
に
ち
か
ひ
て
と
改
た
り
。
ち
り

の
方
よ
ろ
し
。

(『

蜻
蛉
日
記
紀
行
解』

十
九
丁
表)

と
い
う
注
が
あ
る
。｢

腰
な
と
に｣

の｢

に｣

字
は
、
水
母
〈
＝
坂
徴
〉

が
補
っ
た
本
文
で
あ
る
と
い
う
注
で
あ
る
が
、
当
該
の『
か
げ
ろ
ふ
の

日
記
解
環』

に
は

う
す
色
な
る
う
す
も
の
ゝ
裳
を
ひ
き
か
く
れ
は
、
こ
し
な
ど
、
ち

り
て

(『

か
げ
ろ
ふ
の
日
記
解
環』

第
六
册
二
十
一
丁
表)

と
あ
る
の
み
で
、｢

に｣

の
字
は
見
ら
れ
な
い
。『

蜻
蛉
日
記
紀
行
解』

の
傍
記
が
正
確
で
は
な
い
例
と
言
え
よ
う
。

ま
た
、
見
返
し
の
付
紙
に
は｢

善
本
に
よ
り
て
補
改
た
る
は
右
に
○

点
を
印
す｣

と
い
う
凡
例
が
あ
る
が
、
善
本
に
よ
る
本
文
校
訂
お
よ
び

本
文
改
訂
案
に
従
っ
て
い
る
例
は
、
前
掲
の『

文
の
栞』

の
二
例(

三

十
四
丁
表
・
三
十
八
丁
裏)

と
と
も
に
、

此
二
句
伴
本
に
以
師
本
補
之
と
あ
り
。
甚
宜
し
。
旧
本
に
有
し
な

る
へ
し
。(

四
十
五
丁
表)

伴
本
に
異
本
と
て
此
十
七
字
を
補
た
り
。
但
、
そ
を
し
も
を
ゆ
を

し
き
と
あ
り
。
今
改
て
補
つ
。(

五
十
二
丁
表)

頭
さ
へ
以
下
七
十
余
字
、
元
本
に
脱
せ
る
を
契
本
に
て
得
た
り
。

定
て
水
府
の
御
本
よ
り
出
た
る
な
ら
ん
と
て
、
坂
本
に
補
り
。
伴

本
に
も
補
た
り
。(

五
十
八
丁
裏)

の
三
例
が
確
認
で
き
た
。｢

伴
本｣

す
な
わ
ち
伴
蒿
蹊
書
入
板
本
の
師

本
と
い
う
の
は
、
契
沖
書
入
れ
系
統
を
受
け
継
ぐ
、
国
会
図
書
館
蔵
小

野
田
重
好
書
入
板
本
の
こ
と
で
あ
り
、『

蜻
蛉
日
記
紀
行
解』

の
参
考

で
き
た
善
本
の
類
と
い
っ
て
も
、
伴
蒿
蹊
書
入
板
本
、『

か
げ
ろ
ふ
の

日
記
解
環』

、『

文
の
栞』

程
度
の
も
の
で
あ
っ
た
。

以
上
、『

蜻
蛉
日
記
紀
行
解』

の
日
記
本
文
お
よ
び
注
釈
部
分
を
調

べ
た
結
果
、
そ
の
依
拠
し
て
い
る
本
文
は
、
岡
田
稔
氏
が｢

田
中
大
秀

と
蜻
蛉
日
記｣
で
述
べ
ら
れ
た｢

元
禄
版
の
刊
本｣

で
は
な
く
、
宝
暦

六
年
版(

Ｂ)
か
文
政
元
年
版『

蜻
蛉
日
記』

の
板
本
で
あ
る
こ
と
が
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明
ら
か
に
な
っ
た
。
ま
た
、
注
釈
作
業
の
資
料
と
な
っ
た『

文
の
栞

(

和
文
粋)』

の
引
用
が
、
唐
崎
祓
え
に
の
み
限
定
さ
れ
て
い
る
最
大
の

原
因
は
、『
文
の
栞』

そ
の
も
の
が
内
包
し
て
い
る
誤
字
や
脱
文
な
ど

の
問
題
に
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
さ
ら
に
、
田
中
大
秀
の
参
考
で
き
た

資
料
は
、
伴
蒿
蹊
書
入
れ
宝
暦
六
年『

蜻
蛉
日
記』

板
本
、
長
瀬
俊
香

蔵
書
入
板
本
、
坂
徴
著『
か
げ
ろ
ふ
の
日
記
解
環』

、
山
岡
浚
明
編
著

『

文
の
栞(

和
文
粋)』

程
度
で
あ
っ
た
こ
と
も
判
明
し
た
。
そ
し
て
、

こ
れ
ら
の
資
料
を
引
用
す
る
と
き
、
凡
例
に
記
さ
れ
て
い
る
規
準
が
正

し
く
守
ら
れ
て
い
な
か
っ
た
こ
と
も
、
今
回
の
調
査
で
確
認
で
き
た
。

前
述
し
た
よ
う
に
、『

文
の
栞』

の
編
著
者
で
あ
る
と
言
わ
れ
て
い

る
山
岡
浚
明
は
、
静
嘉
堂
文
庫
蔵
宝
暦
六
年『
蜻
蛉
日
記』

板
本
に
も

詳
細
な
本
文
整
定
・
注
釈
を
残
し
て
い
る
。
そ
の
下
巻
の
識
語
に
は

｢

か
け
ろ
ふ
日
記
八
巻
、
年
こ
ろ
考
え
、
こ
と
物
に
く
ら
へ
、
た
か
へ

る
を
た
ゝ
し
た
る
を
、
ち
か
こ
ろ
百
花
庵
ぬ
し
の
お
な
し
心
に
ち
か
ら

を
合
せ
て
見
出
る
ふ
し
を
、
し
る
し
つ
け
侍
り
ぬ

水
く
き
の
あ
は
れ

は
か
な
き
あ
と
ゝ
め
て
き
え
な
ん
の
ち
の
か
た
み
と
を
見
よ

新
発
意

明
阿
弥
陀
佛｣

と
記
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、｢

百
花
庵
ぬ
し｣

〈
＝
萩

原
宗
固
〉
の
説
を
参
酌
し
て
の
成
立
で
は
あ
る
が
、
用
い
ら
れ
て
い
る

宗
固
の
注
は
少
な
い
。

静
嘉
堂
文
庫
蔵
山
岡
浚
明
書
入
本
に
つ
い
て
、
柿
本
奨
氏
の『

蜻
蛉

日
記
全
注
釈

(

注
�)』

で
は
、｢

内
容
は
契
沖
の
説
か
ら
完
全
脱
却
は
で
き
な

か
っ
た
が
、
契
沖
に
対
し
批
判
的
な
姿
勢
を
、
時
に
は
か
た
く
な
と
見

え
る
ま
で
、
強
く
持
し
、
そ
し
て
そ
の
よ
う
な
態
度
を
示
し
た
も
の
は
、

ほ
か
に
な
か
っ
た
た
め
、
契
沖
説
を
受
け
つ
ぐ
態
度
の
若
冲
重
好
系
統

と
共
に
、
江
戸
時
代
に
お
け
る
本
日
記
研
究
史
上
の
二
大
系
統
の
根
源

と
な
っ
た
。｣

と
評
し
て
い
る
よ
う
に
、
契
沖
書
入
本
系
統
の
若
冲
重

好
系
統
と
は
異
な
る
注
釈
態
度
を
示
し
て
い
る
。

『

蜻
蛉
日
記
紀
行
解』

の
日
記
本
文
は
、
板
本
と『

か
げ
ろ
ふ
の
日

記
解
環』

に
拠
っ
て
い
る
が
、
他
に
も
、｢

伴
蒿
蹊
翁
の
考
て
筆
加
わ

れ
た
る
本｣

と
い
う
書
入
れ
板
本
と
、『

文
の
栞』

と
を
本
文
校
訂
の

資
料
と
し
て
参
照
し
て
い
る
。『

か
げ
ろ
ふ
の
日
記
解
環』

の
著
者
で

あ
る
坂
徴
は
、｢

余
カ
所
見
ノ
契
冲
本
三
本
ノ
内
、
尾
州
ヨ
リ
求
メ
シ

本
ハ
谷
川
淡
斎
ノ
本
ヲ
ウ
ツ
セ
シ
ナ
リ｣

と
凡
例
に
書
い
て
い
る
よ
う

に
、
谷
川
淡
斎
〈
＝
谷
川
士
清
〉
の
本
を
参
考
に
し
て
い
る
。『

蜻
蛉

日
記
全
注
釈』

に
よ
れ
ば
、
谷
川
士
清
は
契
沖
若
冲
重
好
の
説
を
朱
書

し
、
自
説
を
墨
書
し
て
い
る
の
で
、『

か
げ
ろ
ふ
の
日
記
解
環』

も
若

冲
・
重
好
本
を
受
け
て
い
る
こ
と
に
な
る
。

ま
た
、
契
沖
系
統
書
入
本
の
若
冲
・
重
好
本
を
受
け
て
い
る
伴
蒿
蹊

書
入
板
本
と
、
そ
れ
と
は
注
釈
態
度
を
異
に
す
る
静
嘉
堂
文
庫
蔵
山
岡

浚
明
書
入
板
本
を
も
と
に
し
て
成
立
し
た『

文
の
栞』

と
を『

蜻
蛉
日

記
紀
行
解』
は
参
照
し
て
い
る
の
で
、
研
究
史
上
の
二
大
系
統
の
注
釈

を
受
け
入
れ
る
結
果
と
な
り
、
そ
こ
に
本
書
の
最
大
の
意
義
が
あ
る
と
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言
え
よ
う
。注

注
１

岡
田
稔｢
蜻
蛉
日
記
紀
行
解
に
つ
い
て｣

、『

国
漢
研
究』

(

第
七
十
一
号)

、

名
古
屋
大
学
国
文
学
会
、
昭
和
十
年
二
月

注
２

柿
本
奨『

蜻
蛉
日
記
全
注
釈』

角
川
書
店
、
昭
和
四
十
一
年
十
一
月

｢

と
も
に
〈『

蜻
蛉
日
記
解
環
補
遺』

と『

蜻
蛉
日
記
紀
行
解』

〉『

解
環』

に
対
す
る
異
見
の
形
で
多
数
の
新
見
が
提
唱
さ
れ
て
お
り
、
宣
長
門
下

ら
し
い
読
み
の
確
か
さ
が
示
さ
れ
て
い
て
、
非
常
に
有
益
で
あ
る
。
後

者
は
本
日
記
の
紀
行
の
部
分
を
抽
出
し
て
の
注
釈
で
あ
り
、
そ
の
緻
密

さ
は
当
時
と
し
て
は
空
前
の
も
の
で
あ
り
、
現
代
で
も
光
彩
を
失
っ
て

い
な
い
。｣

注
３

木
村
正
中『

日
本
古
典
文
学
大
辞
典』

岩
波
書
店
、
昭
和
五
十
八
年
十

月

｢

伴
蒿
蹊
加
筆
お
よ
び
別
に
一
本
の
書
入
本
、
山
岡
浚
明
編『

文
の
栞

(

和
文
粋)』

の
本
文
を
参
照
し
て
い
る
。
一
旦
書
い
た
草
案
を
抹
消
し

た
り
、
傍
記
、
余
白
へ
の
追
記
、
付
箋
も
き
わ
め
て
多
く
、
改
案
や
補

説
に
よ
る
苦
心
の
跡
が
ま
ざ
ま
ざ
と
示
さ
れ
、
原
型
本
文
の
推
定
・
語

義
・
語
法
・
考
証
な
ど
、『

解
環』

と
く
ら
べ
て
も
は
る
か
に
厳
密
か
つ

詳
細
に
な
り
、
今
日
の
通
説
の
も
と
を
な
す
卓
見
も
数
々
あ
る
。｣

注
４

森
田
兼
吉『

日
本
古
典
文
学
大
事
典』

明
治
書
院
、
平
成
十
年
六
月

｢

大
秀
は
か
ね
て『

か
げ
ろ
ふ
の
日
記
解
環』

に
補
足
訂
正
等
を
書
き
入

れ
て
い
た(『

蜻
蛉
日
記
解
環
補
遺』)

。
そ
の
紀
行
部
分
の
注
釈
を
詳
細

に
し
て
刊
行
し
よ
う
と
し
た
も
の
だ
が
、
草
稿
の
ま
ま『

解
環』

書
き

入
れ
と
共
に
高
山
郷
土
館
に
残
る
。『

土
佐
日
記
解』

に
続
く
注
釈
で
、

紀
行
に
限
定
し
た
の
は
こ
の
時
代
の
紀
行
の
隆
盛
と
関
わ
る
。｣

注
５

岡
田
博
子『

日
記
文
学
事
典』

勉
誠
出
版
、
平
成
十
二
年
二
月

｢

地
名
、
自
然
、
人
名
、
儀
式(

大
嘗
会)

な
ど
に
つ
い
て『

古
事
記』

『

枕
草
子』

『

更
級
日
記』

『

源
氏
物
語』

『

今
昔
物
語』

な
ど
の
記
事
と

の
照
合
を
は
か
る
こ
と
に
よ
り
、
詳
細
か
つ
綿
密
な
注
釈
と
語
釈
、
考

証
を
施
し
て
い
る
。｣

注
６

岡
田
稔｢

田
中
大
秀
と
蜻
蛉
日
記｣

『

国
漢
研
究』

(

第
七
十
一
号)

、
名

古
屋
大
学
国
文
学
会
、
昭
和
十
年
二
月

注
７

上
村
悦
子｢

蜻
蛉
日
記
版
本
の
研
究｣

『

蜻
蛉
日
記
の
研
究』

、
明
治
書

院
、
昭
和
四
十
七
年
三
月

｢

宝
暦
版
に
は
Ａ(

元
禄
版
と
一
致)

と
Ｂ(

文
政
版
と
一
致)

と
二
種

が
あ
る
。
た
だ
し
、
Ａ
・
Ｂ
の
相
違
は
版
本
十
七
丁
よ
り
二
十
丁
の
四

丁
間
の
み
に
限
ら
れ
て
い
て
、
他
の
部
分
で
は
宝
暦
版
は
す
べ
て
一
本

で
あ
る
。(

中
略)

元
禄
版
と
宝
暦
版
の
相
違
は
後
掲
の
よ
う
に
上
巻
や

下
巻
に
も
わ
ず
か
で
あ
る
が
見
ら
れ
る
。
し
か
し
相
当
な
数
が
こ
の
上

巻
長
歌
の
あ
た
り
す
な
わ
ち
版
本
十
七
丁
よ
り
二
十
丁
の
四
丁
に
あ
る

こ
と
は
問
題
で
あ
る
。｣

注
８

四
丁
の
他
に
も
わ
ず
か
で
は
あ
る
が
、
上
・
中
・
下
巻
に
異
な
る
語
句

が
あ
る
こ
と
を
上
村
悦
子
氏
は
指
摘
し
て
い
る
。
し
か
し
、
こ
れ
ら
は

版
木
の
摩
滅
に
よ
る
異
同
で
あ
っ
て
、
厳
密
な
意
味
で
の
異
同
と
は
言

え
な
い
の
で
あ
ろ
う
。
ま
た
、
象
篏
に
よ
る
異
同
も
あ
る
が
、
す
べ
て

『

蜻
蛉
日
記
紀
行
解』

の
対
象
と
な
る
日
記
本
文
に
は
該
当
し
な
い
箇
所

で
あ
る
。

注
９

以
下
、
本
文
の
引
用
は
今
西
祐
一
郎
校
注『

蜻
蛉
日
記』

(

新
日
本
古
典

文
学
大
系
、
岩
波
書
店
、
一
九
八
九
年
十
一
月)

に
よ
る
。

注
10

元
禄
十
年
版『

蜻
蛉
日
記』

は
国
会
図
書
館
蔵
小
野
田
重
好
手
校
本
、

宝
暦
六
年
版『

蜻
蛉
日
記』

は
静
嘉
堂
文
庫
蔵
山
岡
浚
明
書
入
本
、
文

政
元
年
版『
蜻
蛉
日
記』

は
九
州
大
学
文
学
部
蔵
松
濤
文
庫
本
に
そ
れ
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ぞ
れ
よ
る
。

注
11

岡
田
稔｢

蜻
蛉
日
記
に
関
す
る
新
発
見
二｣

『

国
語
と
国
文
学』

、
至
文

堂
、
昭
和
七
年
五
月

注
12

『
か
げ
ろ
ふ
の
日
記
解
環
補
遺』

で
は
、『

蜻
蛉
日
記
紀
行
解』

で
引
用

し
て
い
る
六
箇
所
以
外
に
も
、｢

唐
崎
祓
え｣

直
後
の
本
文
で
二
例
、

｢

唐
崎
祓
え｣
の
一
ヶ
月
後
で
あ
る｢

盆
の
事｣

の
本
文
で
二
例
、
計
四

例
の『

文
の
栞』
を
引
用
し
て
い
る
が
、
い
ず
れ
も『

蜻
蛉
日
記
紀
行

解』

の
範
囲
で
は
な
い
。

注
13

中
野
三
敏｢

山
岡
浚
明
年
譜
考｣

『

近
世
中
期
文
学
の
諸
問
題
二』

近
世

文
学
史
研
究
の
会
、
昭
和
四
十
四
年
一
月

注
14

注
２
に
同
じ
。

【

付
記】

本
稿
は
、
二
〇
〇
九
年
度
西
日
本
国
語
国
文
学
会(

於
、
別
府
大
学)

に
お
け
る
口
頭
発
表
を
も
と
に
ま
と
め
た
も
の
で
あ
る
。
発
表
に
際

し
て
ご
教
示
を
賜
り
ま
し
た
先
生
方
に
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。
な
お
、

本
研
究
に
お
け
る
資
料
を
提
供
し
て
下
さ
っ
た
今
西
祐
一
郎
先
生
に

も
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

(

き
む

よ
ん
ち
ゃ
ん
・
韓
国
啓
明
大
学
校
非
常
勤
講
師)
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